
策定趣旨

東京への一極集中を是正し、地域の特性に応じた地域課題の解決を図り、関西圏域の活力を

取り戻すため、効率的かつ効果的な取組を緊急的かつ集中的に実施するため、「関西創生戦略」

(｢まち･ひと･しごと創生法」に基づく地方版総合戦略)を策定する。 

第１部 人口ビジョン

関西の人口に関する現状及び将来に 

与える影響の分析・考察を実施すると 

ともに、国の「長期ビジョン」と整合 

を図りながら、目指すべき将来の方向 

を踏まえた施策の効果を見込み、自然 

増減や社会増減に関する仮定を置いて 

関西の将来人口を展望 

＜2060 年の推計人口＞ 

1,475 万人 → 展望人口：1,755 万人   

第２部 総合戦略

基本的な考え方

国土の双眼構造を実現する関西 人が環流し地域の魅力を高める関西 
・国策として国土の双眼構造へ転換 

・「ミニ東京圏」ではない双眼構造の一翼

・多自然地域と大都市の相互との人の環流 

・女性が活躍できる場の拡大 

・創造都市・創造農村をネットワークでつなぐ地域構

造モデルの拡大・展開

基本目標

2020 年に関西の転出入の均衡を目指す 国の経済成長率を超える成長を目指す 
・2015 年度～2019 年度で約 18,000 人の流入増加(流

出抑制)を実現し、2020 年に転出入の均衡を目指す

・関西圏の域内総生産について、国の経済成長率を超

える成長を目指す 

基本的方向 １

国土の双眼構造を先導する取組の推進 
具体的

施 策
・政府関係機関の関西への移転の推進、首都機能のバックアップ、防災庁(仮称)機能のあり方検討など 
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基本的方向 ２

日本の元気を先導する関西経済を創造 

具体的

施 策

① イノベーション創出による双眼構造転換への寄与 

・ライフサイエンス産業のポテンシャル発信、グリーン・イノベーション分野の振興など 

② スモールビジネスでローカル経済を先導 

・スモールビジネスモデル共有センター 

③ 関西ブランド発信による人・仕事の環流 

・海外トッププロモーション、国内プロモーション 

④ 農林水産業を関西の産業分野の一翼を担う競争力のある産業として育成・振興 

・地産地消運動の推進による地域内消費拡大、食文化の発信・農林水産物の販路拡大など

⑤ 人・企業の環流に向けた産学官連携によるイノベーションの創出 

・関西健康・医療創生会議によるイノベーション創出・推進の検討 

基本的方向 ３

「アジアの文化観光首都」の創造 

具体的

施 策

① 官民一体となった関西の国際観光の推進強化 
・関西の国際観光の推進体制の確立、広域観光周遊ルート「美の伝説」誘客推進事業の推進など 

② 関西文化の魅力発信 
・東京オリンピック・パラリンピック等の開催に向けた関西文化の魅力発信 

③ 関西ワールドマスターズゲームズ 2021 開催を契機とした広域スポーツの振興 
・「関西広域スポーツ振興ビジョン」の着実な推進 

基本的方向 ４

防災・医療の充実による「安全・安心圏域」の創造 

具体的

施 策

① ｢防災首都｣の実現 
・防災庁(仮称)機能のあり方検討（再掲） 

② ｢医療首都関西｣を目指した取組強化 
・ドクターヘリによる広域救急医療体制の充実、災害コーディネーターの養成等など

基本的方向 ５

「環境先進地域」の創造（持続可能な社会の実現） 
具体的

施 策
・幼児期環境学習の推進、地域特性を活かした交流型環境学習の推進など 

今後の方向性

今後、広域計画の改訂にあわせて関西創生戦略を見直す 

・二つの「基本的な考え方」に基づき、経済界や民間組織と行政との連携が濃密である関西地域の特色を活かした様々な

取組についてもさらに検討を進める 


